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プ
ン
予
定
の
大
手
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
進
出
に
伴
い
、
Ａ
コ
ー

プ
い
ち
の
み
や
店
を
閉
店
し
Ａ

コ
ー
プ
店
舗
事
業
を
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
閉
店
し
た
施
設

は
経
済
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
一

宮
経
済
セ
ン
タ
ー
業
務
の
拡
充
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
・
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

の
厳
し
さ
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
不
透
明
な
中

で
、
各
事
業
と
も
厳
し
い
状
況
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
地
域
貢
献
活
動
を
含
め

た
事
業
・
組
織
活
動
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
ち
く
さ
営
業

部
管
内
総
代
の
金
井
省
二
さ
ん
を

議
長
に
選
出
し
、
慎
重
に
審
議
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。総
代
か
ら
は
、

Ａ
コ
ー
プ
い
ち
の
み
や
店
の
閉
店

に
関
す
る
こ
と
や
令
和
２
年
度
の

職
員
の
退
職
等
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

利
益
は
計
画
以
上
を
計
上
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
変
革
目
標
の

３
本
の
柱
で
あ
る
農
業
者
所
得
の

増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
、
地
域

に
密
着
し
た
親
し
み
あ
る
協
同
活

動
、
魅
力
あ
る
事
業
運
営
と
実
効

力
の
あ
る
経
営
計
画
に
よ
る
健
全

な
組
織
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
変
化
に
対
応
す
る

経
営
基
盤
の
強
化
、
確
立
を
す
る

た
め
に
部
門
別
管
理
を
徹
底
し
、

最
重
要
課
題
で
あ
る
経
済
事
業
の

部
門
別
収
支
改
善
に
向
け
て
効
率

化
を
図
る
た
め
、
隣
接
地
に
オ
ー

　
 
Ｊ 
Ａ
ハ
リ
マ
の
最
高
決
議
機
関

で
あ
る
「
第　

回
通
常
総
代
会
」

３０

は
、
午
後
１
時　

分
、
定
刻
ど
お

３０

り
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
上
野
智
也
代
表
理
事
組

合
長
は
、「
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
は
、
規
模
拡
大
路
線
か

ら
規
模
の
大
小
や
条
件
に
関
わ
ら

ず
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
と
い

う
、
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
面
で
も
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
長

期
化
な
ど
不
安
定
要
素
も
多
く
、

経
済
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
元
年
度
は

第　

次
中
期
経
営
計
画
の
初
年
度

１０
と
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

強
化
し
て 
Ｊ 
Ａ
が
抱
え
る
諸
課
題

の
改
善
に
向
け
た
経
営
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
事
業
環
境
の
中
で
事
業

量
の
確
保
の
厳
し
い
部
門
も
あ
り

ま
し
た
が
、
事
業
管
理
費
な
ど
経

費
の
節
減
に
努
め
た
結
果
、
事
業

希
望
あ
る
農
業
と
地
域
社
会
の
た
め
に

第　

回　

通
常
総
代
会

３０

　6月20日、令和元年度の事業報告並びに令和2年度の事業計画の設定など

を審議する「第30回 通常総代会」を、本所大会議室において開催しました。

今回は新型コロナウイルス感染拡大防止と総代の皆さんの安全面を考慮し、

総代数493名のうち出席者は農協総代支部長地区代表4名の本人出席と、

書面出席419名の計423名の出席にて開催し、提出された全9号議案が原案

通り可決・承認されました。
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て
、
条
件
面
等
の
交
渉
を
さ

れ
て
い
る
。

　

地
場
野
菜
の
販
売
は
コ
ン
ビ

ニ
に
要
望
し
て
い
る
が
販
売

方
法
が
難
し
い
と
の
こ
と

で
、
ち
く
さ
野
菜
生
産
組
合

で
定
期
的
な
店
頭
販
売
等
を

検
討
さ
れ
て
い
る
。

○
Ａ
コ
ー
プ
い
ち
の
み
や
店
は

大
規
模
な
改
装
を
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
閉
店
に
至
っ
た

経
緯
と
、
閉
店
後
の
移
動
購

買
車
の
運
行
に
つ
い
て

・
収
支
改
善
を
図
る
た
め
に
改

装
し
た
が
来
客
数
は
伸
び
ず

改
善
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ

　

こ
に
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
が
店

舗
移
転
先
の
事
前
調
査
を
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

Ａ
コ
ー
プ
店
舗
の
活
用
を
依

頼
し
た
が
、
耐
震
面
等
で
店

舗
活
用
基
準
に
満
た
な
い
と

　

提
出
さ
れ
た
、
令
和
元
年
度
の

事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
を

は
じ
め
令
和
２
年
度
事
業
計
画
の

設
定
、
及
び
総
代
の
半
数
以
上
の

出
席
の
も
と
、
出
席
者
の
３
分
の

２
以
上
の
賛
成
が
必
要
と
さ
れ
る

特
別
決
議
２
議
案
を
含
む
全
９
号

議
案
は
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
総
代
会
で
決
議
さ
れ
た
事

業
報
告
及
び
事
業
計
画
な
ど
の
提

出
議
案
は
、
別
途
配
布
い
た
し
ま

す
『
協
同
活
動
の
成
果
』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

特
別
決
議

第
３
号
議
案　

定
款
の
変
更
に
つ

い
て

賛
成 
４
１
４　

反
対 
５

合
計 
４
１
９ 

可
決

第
４
号
議
案　

定
款
附
属
書
総
代

選
挙
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

賛
成 
４
１
１　

反
対 
８

合
計 
４
１
９ 

可
決

そ
の
他
の
議
案

第
１
号
議
案
～
第
２
号
議
案
、

第
５
号
議
案
～
第
９
号
議
案

賛
成 
過
半
数 

可
決

地区別農協総代協議会 ■開 ■催 

い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
本
所

北
側
駐
車
場
に
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
で
決
定
さ
れ
た
た

め
、
こ
れ
以
上
の
継
続
は
困

難
と
判
断
し
た
。

　

移
動
購
買
車
に
つ
い
て
は
、

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
に
引
き
つ

い
で
運
行
し
て
い
た
だ
く
。

○
役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
書

は
透
明
性
の
確
保
の
意
味
か

ら
公
表
す
る
べ
き
で
は

・
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
理
事

は
入
っ
て
お
ら
ず
、 
Ｊ 
Ａ
都

合
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
事
業
活
動
の
成
果
が
出

た
ら
そ
れ
に
見
合
う
報
酬
で

よ
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た

が
、
答
申
い
た
だ
い
た
通
り

の
金
額
を
提
案
し
て
い
る
。

　

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
に
常
勤
役

員
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
状

■
特
産
品
の
生
産
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
成
績
優
秀

で
あ
っ
た
方

・
丹
波
黒
大
豆

　
　

勝
部　

久
和
（
須
行
名
）

・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
　

高
山　

政
信
（
河　

呂
）

・
自
然
薯

　
　

長
野　

豊
彦
（
東
河
内
）

感
謝
状

■
自
治
会
農
会
長
を
引
き
続

き
４
年
以
上
勤
め
退
任
さ

れ
た
方

・
段
林　

友
雄
（
生　

栖
）

・
中
尾　

豊
實
（
東
公
文
）

・
中
尾　

嘉
宏
（
井　

内
）

・
前
田　

高
春
（
奥
西
山
）

■
Ｊ
Ａ
ハ
リ
マ
年
金
友
の
会

役
員
を
４
年
以
上
勤
め
退

任
さ
れ
た
方

・
金
本　

幹
雄
（
鷹　

巣
）

■
Ｊ
Ａ
ハ
リ
マ
共
済
友
の
会

役
員
を
４
年
以
上
勤
め
退

任
さ
れ
た
方

・
小
林　

憲
夫
（
黒　

原
）

　

第　

回
通
常
総
代
会
に
先
立

３０

ち
、
６
月
２
日
の
ち
く
さ
営
業

部
を
皮
切
り
に
５
日
ま
で
各
営

業
部
会
議
室
に
お
い
て
地
区
別

農
協
総
代
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
を
取
り
な
が
ら
の
開

催
で
し
た
が
、
４
会
場
で
２
１

６
名
の
総
代
に
出
席
を
得
て
、

令
和
元
年
度
事
業
の
報
告
や
令

和
２
年
度
の
事
業
計
画
及
び
第

　

回
通
常
総
代
会
の
開
催
な
ど

３０を
詳
細
に
説
明
し
ま
し
た
。

　 
主
な
意
見
・
質
問
及
び
回
答 

○
Ａ
コ
ー
プ
ち
く
さ
店
へ
の
コ

ン
ビ
ニ
誘
致
の
進
捗
状
況
及

び
、
地
場
野
菜
販
売
コ
ー

ナ
ー
設
置
の
要
望

・
現
在
、
コ
ン
ビ
ニ
側
と
オ
ー

ナ
ー
と
が
受
け
入
れ
に
向
け

6
月
4
日　

み
か
た
営
業
部

６
月
２
日　

ち
く
さ
営
業
部

６
月
３
日　

波
賀
営
業
部

6
月
5
日　

一
宮
営
業
部
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病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防病害虫防除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除をををををををををををををををををををををを徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ徹底し ま し ょうううううううううううううううううううううう!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

　

今
年
は
梅
雨
時
期
の
長
雨
と
、

夏
に
は
高
温
が
続
く
と
長
期
予
報

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
も
ち

病
や
、
紋
枯
病
の
発
生
し
や
す
い

条
件
が
揃
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
特
に
い
も
ち
病

は
、
穂
い
も
ち
に
な
る
と
収
量
の

大
幅
な
減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。

共
同
防
除
で
の
予
防
薬
剤
は
散
布

予
定
で
す
が
、
時
期
等
合
わ
ず
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
圃
場
ご

と
の
予
防
も
お
願
い
し
ま
す
。

い
も
ち
病
臨
機
防
除

※出穂後の防除が最も効果的な対策です。
　下記を参考に実施しましょう。

使用時期使用量適用農薬病　名

収穫
14日前まで

反当
3～4kgブラシン粉剤いもち病

い も ち 病紋　枯　病

いもち病は、穂いもちになると収量の大幅な減少
につながりますので、共同防除を行っている場合
でも注意して圃場を確認するようにしてくださ
い。

紋枯病は、いもち病のように空気伝染しないので、
急激に蔓延することはないですが、高温多湿が続
くと発生しやすくなります。
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出
穂
時
期
１
週
間
程
度
は
穂
を

守
る
た
め
に
深
水
の
間
断
灌
水
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
出
穂
以
降
は
根

傷
み
防
止
の
た
め
に
も
、
水
を
溜

め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
水
が
確
保
で
き
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
高
温
対
策
と
し
て
、

夜
間
の
灌
水
や
か
け
流
し
等
を
行

う
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

早
期
の
落
水
は
未
熟
米
や
胴
割
れ

米
発
生
の
原
因
に
な
る
た
め
、
落

水
は
刈
取
７
～　

日
前
に
行
う
よ

１０

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

出
穂
期
前
後
の
水
管
理

　

近
年
、
米
検
査
に
お
い
て
カ
メ

ム
シ
類
の
吸
汁
被
害
に
よ
る
斑
点

米
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。本
年
は
、

暖
冬
に
よ
り
越
冬
し
た
カ
メ
ム
シ

も
多
く
、
大
量
発
生
の
予
報
も
出

て
お
り
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
は
山

沿
い
や
耕
作
放
棄
地
の
隣
接
地
で

多
く
発
生
し
、
水
稲
害
虫
と
し
て

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
メ
ム
シ
の
被
害
粒
は
等
級
の
悪

化
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

出
穂
後
防
除
に
つ
い
て

薬
剤
に
よ
る
防
除

・
出
穂
後
約
７
日
頃
に
ス
タ
ー
ク

ル
豆
つ
ぶ
を
散
布
す
る
。

　

出
穂
後
の
防
除
が
最
も
効
果
的

な
対
策
で
す
。
共
同
防
除
と
あ
わ

せ
て
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

カ
メ
ム
シ
を
寄
せ
な
い
対
策

①
圃
場
内
の
雑
草
対
策

　

ヒ
エ
等
の
イ
ネ
科
雑
草
が
多
い

と
、
カ
メ
ム
シ
の
増
殖
に
つ
な
が

る
た
め
、
本
田
の
雑
草
除
去
が
重

要
で
す
。

カ
メ
ム
シ
対
策

　

本
田
雑
草
の
ヒ
エ
類
や
ホ
タ
ル

イ
類
は
水
稲
の
出
穂
前
か
ら
穂
を

つ
け
、
カ
メ
ム
シ
の
エ
サ
と
な
る

こ
と
で
、カ
メ
ム
シ
類
を
誘
引
し
、

増
殖
し
て
し
ま
い
ま
す
。　

※
近
年
で
は
後
期
で
も
効
果
の
高

い
除
草
剤
が
発
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
圃
場
の
状
況
に
あ
わ
せ
て

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
周
辺
の
雑
草
処
理

　

畦
畔
や
農
道
な
ど
周
辺
の
雑
草

な
る
の
で
、
出
穂　

日
前
頃
ま
で

１４

に
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
猛
暑
の
中
の
作
業
と
な
り
ま

す
。
熱
中
症
対
策
は
十
分
お
願

い
し
ま
す
。

の
穂
も
カ
メ
ム
シ
類
繁
殖
の
環
境

を
つ
く
り
ま
す
。
雑
草
に
実
を
付

け
さ
せ
な
い
た
め
に
も
草
刈
り
を

こ
ま
め
に
行
い
、
カ
メ
ム
シ
の
発

生
源
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
出
穂
後
の
畦
草
刈
り
は
カ
メ

ム
シ
を
本
田
に
追
い
込
む
こ
と
に

使用時期使用量適用農薬害虫名

収穫
7日前まで

反当
250gスタークル豆つぶカメムシ類

ホ
タ
ル
イ

ヒ
エ

斑点米

加害による籾へのダメージが
大きいクモヘリカメムシ

Title:P04.05.eca Page:3  Date: 2020/07/02 Thu 13:42:19 



6

　

令
和
２
年
度
に
入
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
す
べ
て
の
女
性
会
活
動

を
自
粛
。
こ
の
ほ
ど
宣
言
解
除
を
受
け
て
教
室
活
動
を

再
開
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
初
の
教
室
活
動
は
３
つ
の
密
に
な
ら
な
い

よ
う
、
マ
ス
ク
着
用
と
間
隔
を
広
く
開
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
３
日
に
「
園
芸
教
室
」
が
健
康
体
操
、
４
日
に

「
手
芸
教
室
」
が
マ
ス
ク
作
り
、　

日
に
大
正
琴
の
「
ス

１２

テ
ッ
プ
ワ
ン
サ
ー
ク
ル
」
が
そ
れ
ぞ
れ
教
室
を
開
き
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
教
室
会
員
は
、
自
粛
中
の

暮
ら
し
を
お
互
い
に
報
告
し
な
が
ら
、
元
気
に
活
動
で

き
る
喜
び
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

■
一
宮
町
須
行
名

　
　

宮
辻
真
知
子
さ
ん

ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
キ
タ
ア
カ
リ
）

の
茎
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
よ
う
な

実
。
い
つ
も
食
べ
て
い
る
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
「
実
」
で
は
な
く
、

地
下
茎
が
大
き
く
な
っ
た
も
の

で
す
。

夏
用
マ
ス
ク
を
編
む
参
加
者

待ちにまった女性会活動再開

　

令
和
２
年
度
ハ
リ
マ 
Ｊ 
Ａ
女
性
会
の
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
と
会
員
の
安
全

面
を
考
慮
し
、
書
面
で
の
決
議
で
行
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
営
業
部
女
性
会
部
長
会
議
を
開
催
し
、

総
会
の
提
出
議
案
等
を
確
認
の
上
、
各
支
部
長
・

グ
ル
ー
プ
代
表
者
・
教
室
代
表
に
よ
る
書
面
議
決

と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
３
議
案
は
全
議
案
を

全
員
賛
成
に
て
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
令
和
２
年
度

の
活
動
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
は
気

を
抜
け
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
予
防

対
策
を
万
全
に
し
て
、
今
年
度
も
充
実
し
た
女
性

会
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

書面議決書を確認する中尾敦子会長

第29回 ハリマJA女性会総会

ス
テ
ッ
プ
ワ
ン
サ
ー
ク
ル

■
一
宮
町
三
方
町

　
　

段
林
喜
幸
さ
ん

小
さ
な
葉
っ
ぱ
と

赤
ち
ゃ
ん
キ
ュ
ウ
リ
が

く
っ
つ
い
て
い
る
キ
ュ
ウ
リ

の
実
。よ
～
く
見
る
と
、赤
ち
ゃ
ん
キ
ュ

ウ
リ
の
先
っ
ぽ
に
は
黄
色
い
花
ま
で
つ

い
て
い
ま
す
。

今月の何これ野菜

Title:P06.07.eca Page:2  Date: 2020/07/06 Mon 15:59:09 
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Ｊ 
Ａ
共
済
連
兵
庫

は
、
毎
年
前
年
度
に

優
秀
な
成
績
を
収
め

た
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
昨
年
度
新
任
Ｌ

Ａ　

名
（
県
下
Ｌ
Ａ

８０
数
７
１
１
名
）
の
中

か
ら
「
令
和
元
年
度

新
人
特
別
賞
」
の
部
に
お
い
て
、

み
か
た
営
業
部
の
石
原
竜
司
（
総

合
渉
外 
共
済
Ｌ
Ａ
）が
県
下
１
位

を
獲
得
し
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　普通のクロスワードの
要領で全部を解いてくだ
さい。次にＡ→Ｅの二重
ワクの文字順に並べる
と、一つの言葉ができま
す。それが答えです。

栢解 き 方栢

①
夏
の
夜
明
け
に
ラ
ッ
パ
形
の
花
を
咲

か
せ
ま
す

②
元
素
記
号
は
Ｕ
。「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
で

は
ア
ト
ム
の
妹
の
名
前
に
な
っ
て
い

ま
す

③
誕
生
日
が
来
る
と
一
つ
取
り
ま
す

⑤
こ
の
全
自
動
洗
濯
機
の
コ
ー
ス
運
転

は
、
洗
い
→ 
─ 
─ 
→
脱
水
と
進
み
ま

す
⑥
起
業
し
て
巨
万
の 
─ 
─ 
を
得
た

⑧
カ
メ
が
日
当
た
り
の
い
い
場
所
に
出

て
い
ま
す

⑫「
有
り
の
実
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す

⑬
ス
チ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
に
分
け
て
リ
サ

イ
ク
ル

⑭
北
海
道
和
種
と
い
う
馬
の
俗
称

⑮
障
子
や
ふ
す
ま
な
ど
の
こ
と

⑯
エ
ジ
プ
ト
の
首
都

⑰
自
動
車
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑲
義
を
見
て
せ
ざ
る
は 
─ 
─ 
無
き
な
り

ヨ
コ
の

ギ
カ

２０１７１０７

Ａ

１

Ｃ

１５２

１３３

１８

Ｄ

１１８

２１１９１２４

１６９５

Ｅ
 

Ｂ

１４６

　昨年の７月より、波賀営業部でお世話になってお
ります。
　新型コロナウイルス感染防止のため、「新しい生
活様式」を心掛けていかなければならない中、夏場
には熱中症にも十分注意していかなければならず、
いろいろと制限の多い状況ですが、皆様のご要望に
お応えできるように、精いっぱい頑張ります。
　いつでも、どこでも、どんなことでも気軽にお声
掛けください。
　今後ともよろしくお願いいたします。

●
波
賀
営
業
部 
部
長

　
 
川 　
 
島 　
 
正 　
 
歳 

か
わ 

し
ま 

ま
さ 

と
し

それい け 外
 

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおはははははははははははははははははははははははははははははははははがががががががががががががががががががががががががががががががががききききききききききききききききききききききききききききききききき紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹おはがき紹 介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

■今市
　加 治 愛 羅 さ ん

■安積
　前 橋 り か さ ん

■東河内
　山 本 凪 紗 さ ん

5月号の当選者（敬称略）
三　辻　涼　子（安　積）
榧　橋　龍　一（須行名）
伊　藤　瑛　那（上岸田）
清　水　康　廣（安　賀）
小　林　俊　彦（河　呂）

今月も多数のご応募ありがとうござ
いました。正解者の中から次の５名
の方に粗品をお送りいたします。

  5月号の答え  
ク ロ ス ワー ド パズ ル

１７１２８５

Ａ

１

Ｃ

１５１３６

１１２

Ｄ

９

１６７３

１４４

Ｂ

Ｅ

１０

シ ヨ ウ ブ ユ

7
月　

日（
金
）

31

お
便
り
、
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
た

も
の
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

締　
　

切

〒
６
７
１
‐
４
１
９
３

一
宮
町
東
市
場
4
2
9
番
地
1 

 
J
A 
ハ
リ
マ
総
務
部

ふ
れ
あ
い
課

宛　
　

先

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
世
帯
主
を
は
っ
き
り
書

い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

クロスワード
クイズ
ＱＲコード

カ シ ワ モ チ　 コ
　 カ ニ　 ヤ ト ウ
ト ク　 カ ツ ド ウ
ウ　 ア ブ ミ　 ン
ヒ ト コ ト　 ク キ
ヨ ウ ガ　 コ ウ
ウ　 レ ン キ ユ ウ

①
セ
ー
フ
で
は
な
く
て

④
赤
い
顔
を
し
て
郵
便
物
を
の
み
込
み

ま
す

⑦
漂
白
や
殺
菌
に
用
い
る
白
い
粉

⑨
タ
コ
や
イ
カ
が
吐
き
ま
す

⑩
銃
の
こ
と
。
モ
デ
ル 
─ 
─ 

⑪
土
用
の
丑
（
う
し
）
の
日
に
よ
く
食

べ
ら
れ
ま
す

⑬
冷
や
し
中
華
に
添
え
る
黄
色
い
薬
味

⑮
水
稲
が
育
つ
場
所

⑯
雨
や
日
光
を
遮
る
た
め
に
差
し
ま
す

⑰ 
─ 
─ 
眼
鏡
、 
─ 
─ 
巻
き

⑱
寺
社
を
巡
っ
て
集
め
て
い
る
人
も
い

ま
す

⑳
畳
表
に
も
使
わ
れ
る
植
物

○２１
 

目
か
ら
ぽ
ろ
り
と
落
ち
る
こ
と
も

タ
テ
の

ギ
カ

J Aと組合員をつなぐ
L A優績者新人特別賞受賞

「
昨
年
度
は
様
々
な
方
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
周
り
の
方
々
に
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
初
心

を
忘
れ
ず
、
日
々
業
務
に
励
み
ま

す
」
と
話
す
石
原
竜
司
Ｌ
Ａ

Title:P06.07.eca Page:3  Date: 2020/07/06 Mon 10:20:04 
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募集人員 2名程度
応募資格 昭和63年4月2日以降に生まれた方

（令和3年4月1日における満年齢が32歳までの方）
応募方法 当ＪＡホームページからエントリーシー

トをダウンロードのうえ郵送にてご応募
ください。

応募期間 令和2年8月21日（金）まで（当日消印有効）
お問合せ 総務部企画管理課 人事担当
  TEL（0790）72‐1234（代）

I NFORMA TI ON
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
、

オ
ン
ラ
イ
ン
、
ス
カ
イ
プ
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
、
ナ
ッ
ジ
な
ど
、
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
が
テ
レ
ビ
や
新

聞
か
ら
流
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
ナ
ッ
ジ
っ
て
何
？
」っ
て
思
い

ま
せ
ん
か
。
ナ
ッ
ジ
と
は
、
直
訳

す
る
と
『
注
意
を
引
く
た
め
に
、

肘
で
そ
っ
と
つ
つ
く
行
為
の
こ

と
』『
人
々
が
強
制
に
よ
っ
て
で
は

な
く
、
自
発
的
に
、
よ
り
望
ま
し

い
行
動
を
選
択
す
る
よ
う
促
す
仕

掛
け
や
手
法
を
目
指
す
、
行
動
経

済
学
や
行
動
科
学
か
ら
生
ま
れ
た

言
葉
』
で
す
と
、
辞
書
に
は
書
い

て
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
目
に
す

る
も
の
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
レ
ジ
に
並

ぶ
人
が
、
自
然
に
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
れ
る
よ
う
、

床
に
足
跡
マ
ー
ク
や
、
線
が
描
か

れ
て
い
る
の
が
ま
さ
に
《
そ
れ
》

で
す
。

　

ナ
ッ
ジ
理
論
の
提
唱
を
し
た
の

は
米
シ
カ
ゴ
大
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・

セ
イ
ラ
ー
教
授
で
す
。
彼
が
２
０

１
７
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を

新
型
コ
ロ
ナ
（
そ
の
5
）

受
賞
し
た
こ
と
で
一
躍
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
理
論
の
実

用
例
と
し
て
世
界
的
に
最
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
空
港

の
男
子
ト
イ
レ
。
小
便
器
の
排

水
溝
近
く
に
小
さ
な
ハ
エ
の
絵

を
描
い
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
は

つ
い
そ
の
ハ
エ
を
目
標
に
し
て

用
を
足
す
た
め
、
小
便
器
の
汚

れ
が
８
割
減
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
張
り
紙
で
注
意
喚
起

す
る
な
ど
し
て
、
し
つ
こ
く
言

う
よ
り
も
、
ナ
ッ
ジ
の
ほ
う
が

ず
っ
と
効
果
的
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
個
人
の
選
択
肢
を
残

し
つ
つ
、
実
は
誘
導
す
る
ナ
ッ

ジ
理
論
は
、
政
策
な
ど
に
も
応

用
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
ま

す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
出
時
な
ど
に
注
意
し
て
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
に
、
自
発
的
に
選

択
す
る
《
ナ
ッ
ジ
》
が
隠
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 みどり診療所 看護師

荒 尾 美 紀

行事あんない

8月  

第
４
号
議
案

信
用
事
業
方
法
書
の
変
更
に
つ
い

て第
５
号
議
案

兵
庫
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合

会
へ
の
後
配
出
資
の
対
応
に
つ
い

て第
６
号
議
案

第　

事
業
年
度
行
政
庁
提
出
用
業

２９
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

令
和
３
年
度
新
規
職
員
採
用
計
画

に
つ
い
て

第
８
号
議
案

出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

組
合
員
（
法
人
）
の
加
入
申
込
に

つ
い
て

第　

号
議
案

１０
常
勤
理
事
の
他
の
団
体
理
事
等
へ

の
就
任
に
つ
い
て

１８日　年金相談会（波賀）、ローン相談会（４営業部）
２０日　総務金融委員会、経済委員会
２５日　第５回 理事会

毎年恒例の「生きいき健康学習会」は、
新型コロナウイルス感染拡大防止と皆様の安全確保のため、

今年度は中止といたしました。
現在の情勢を踏まえた対応に何卒ご理解いただきますよう、

お願い申し上げます。

「生きいき健康学習会」開催中止のお知らせ

7月  
１７日　経済委員会、総務金融委員会
２８日　第４回 理事会
２８日・２９日　掛軸・絵画展示会
３１日　きらきら講座 開講式＆第１回

「
報
告
事
項
」

①
主
な
処
理
事
項
と
行
事
の
報
告

に
つ
い
て

②
組
合
員
加
入
お
よ
び
脱
退
報
告

に
つ
い
て

③
Ａ
コ
ー
プ
い
ち
の
み
や
店
閉
店

に
向
け
た
行
程
に
つ
い
て

④
地
区
別
総
代
協
議
会
開
催
結
果

に
つ
い
て

⑤
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

⑥
総
務
金
融
委
員
会
報
告
に
つ
い

て
⑦
経
済
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

「
提
出
議
案
」

第
１
号
議
案

令
和
２
年
度
理
事
報
酬
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

み
の
り
監
査
法
人
と
の
令
和
２
年

度
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

理
事
会
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

■理
 

■事
 

■会
 

■だ
 

■よ
 

■り
 

第
３
回 
理
事
会
（
令
和
２
年
６
月　

日
開
催
）

２５

令和3年度 職員募集

個人 ２，６４５
団体 　１７０ ◯准 個人 ７，４４６

団体 　　５組合員数　　◯正 

690億9,434万円
118億2,295万円
2億4,747万円
8,547万円

1,873億6,905万円
9億2,841万円

貯金
貸出金
購買品供給高
販売品販売高
共済保有高
出資金

協同活動の成果 令和２年６月３０日現在
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№ ３５１　令和２年７月１５日発行 № ３５１　令和２年７月１５日発行

7オクラ に
発生す る病害虫

裏面はダ イ コ ンに発生す る病害虫を掲載 し ています 。 裏面は オクラに発生す る病害虫を掲載 し ています 。

7ダ イ コ ン に
発生す る病害虫

■アブラムシ
【特　徴】
・体長は約2.0mmと小さな黒っぽい虫です。
・作物に飛来して寄生し繁殖します。
・主に葉の裏に発生し、増殖すると実やつぼみにも寄生
します。

・また、新芽の近くに発生すると、葉が奇形し、生育が
悪くなります。

・酷い場合は葉の裏全体が黒く見えるほどになり、下の
葉が油で濡れたようになります。

【対　策】
・シルバーマルチを使用すると光が反射し発生を抑えら
れます。

【防　除】

■ネキリムシ
【特　徴】
・幼虫は主に茎や葉を食害し、特に株の根元をかみ切ら
れるとそこから折れて枯死します。

・日中に被害株の根元を掘ると、潜んでいる幼虫が見つ
かります。

【圃場環境】
・周辺に雑草が繁茂しているあぜ際などは、雑草から侵
入し被害が出ることがあるので草刈り等雑草の除去に
心がけてください。

・休耕地などはとくに発生が多くなるので、作付け前に
あらかじめ耕起を行い、圃場環境を整えてください。

【対　策】
・幼虫を発見したら即処分しましょう。

【防　除】

■葉すす病
【特　徴】
・最初に葉の裏面に黒色の小さな斑点が発生し、被害が
拡大してくるとすす状の病斑になり、病斑のある葉の
表面は黄色になります。

・湿度が高いと発生しやすくなります。

【圃場環境】
・湿度をおさえるため、摘葉して通風の良い環境を作り
ましょう。

【対　策】
・中期以後の草勢が弱ったころから発生しやすくなるの
で追肥を行いましょう。

【防　除】

■ホウ素欠乏症
【特　徴】
・地上部の生育にはあまり症状は見られないが、ひどい
場合は葉がもろくなり、葉の先端から枯れていきます。

・肥大が悪く、肌ツヤ、形が悪く表皮に亀裂が入り、切
断すると中央に沿って黒い筋が入ります。

【圃場環境】
・土壌の乾燥が続いたり、アルカリ性になるとホウ素の
吸収を妨げ発生しやすくなります。

・播種前に十分耕し、環境の良い土壌を作りましょう。

【対　策】
・マルチを使用することで乾燥の防止になります。
・土づくりを行う時にセルカ等を施用することで土壌の
酸を整え、BMようりん、ホウ砂等の施肥（10aあた
り0.5～1kg ）によりホウ素の吸収を促し肌荒れ防止の
効果があります。
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キ
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病斑が現れたダイコン

も
ろ
く
な
っ
た
ダ
イ
コ
ン
の
葉

総使用回数使用時期希釈倍数適 用 農 薬
2回以内収穫前日まで2,000倍スタークル顆粒水溶剤

総使用回数使用時期希釈倍数適 用 農 薬
5回以内収穫前日まで1,000倍ダコニール1000

総使用回数使用時期使用量適 用 農 薬
4回以内播種時～生育初期3kg ／10aガードベイトA

株
全
体
が
す
す
状
に
な
っ
た
オ
ク
ラ

葉
に
病
斑
が
現
れ
た
オ
ク
ラ

葉
や
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に
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た
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月の 農  作  業● ●月の 農  作  業

№ ３５１　令和２年７月１５日発行 № ３５１　令和２年７月１５日発行

7オクラ に
発生す る病害虫

裏面はダ イ コ ンに発生す る病害虫を掲載 し ています 。 裏面は オクラに発生す る病害虫を掲載 し ています 。

7ダ イ コ ン に
発生す る病害虫

■アブラムシ
【特　徴】
・体長は約2.0mmと小さな黒っぽい虫です。
・作物に飛来して寄生し繁殖します。
・主に葉の裏に発生し、増殖すると実やつぼみにも寄生
します。

・また、新芽の近くに発生すると、葉が奇形し、生育が
悪くなります。

・酷い場合は葉の裏全体が黒く見えるほどになり、下の
葉が油で濡れたようになります。

【対　策】
・シルバーマルチを使用すると光が反射し発生を抑えら
れます。

・被害を確認したら下記農薬により防除を行いましょ
う。

【防　除】

■ネキリムシ
【特　徴】
・幼虫は主に茎や葉を食害し、特に株の根元をかみ切ら
れるとそこから折れて枯死します。

・日中に被害株の根元を掘ると、潜んでいる幼虫が見つ
かります。

【圃場環境】
・周辺に雑草が繁茂しているあぜ際などは、雑草から侵
入し被害が出ることがあるので草刈り等雑草の除去に
心がけてください。

・休耕地などはとくに発生が多くなるので、作付け前に
あらかじめ耕起を行い、圃場環境を整えてください。

【対　策】
・幼虫を発見したら即処分しましょう。

【防　除】

■葉すす病
【特　徴】
・最初に葉の裏面に黒色の小さな斑点が発生し、被害が
拡大してくるとすす状の病斑になり、病斑のある葉の
表面は黄色になります。

・湿度が高いと発生しやすくなります。

【圃場環境】
・湿度をおさえるため、摘葉して通風の良い環境を作り
ましょう。

【対　策】
・中期以後の草勢が弱ったころから発生しやすくなるの
で追肥を行いましょう。

【防　除】

■ホウ素欠乏症
【特　徴】
・地上部の生育にはあまり症状は見られないが、ひどい
場合は葉がもろくなり、葉の先端から枯れていきます。

・肥大が悪く、肌ツヤ、形が悪く表皮に亀裂が入り、切
断すると中央に沿って黒い筋が入ります。

【圃場環境】
・土壌の乾燥が続いたり、アルカリ性になるとホウ素の
吸収を妨げ発生しやすくなります。

・播種前に十分耕し、環境の良い土壌を作りましょう。

【対　策】
・マルチを使用することで乾燥の防止になります。
・土づくりを行う時にセルカ等を施用することで土壌の
酸を整え、BMようりん、ホウ砂等の施肥（10aあた
り0.5～1kg ）によりホウ素の吸収を促し肌荒れ防止の
効果があります。
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病斑が現れたダイコン

も
ろ
く
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た
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総使用回数使用時期希釈倍数適 用 農 薬
2回以内収穫前日まで2,000倍スタークル顆粒水溶剤

総使用回数使用時期希釈倍数適 用 農 薬
5回以内収穫前日まで1,000倍ダコニール1000

総使用回数使用時期使用量適 用 農 薬
4回以内播種時～生育初期3kg ／10aガードベイトA
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